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あかさか
「登・下校のお願い」
～学校に来る児童を見て～

校長 春次 秀夫
赤阪小学校の児童は、特別なことが無い限り、朝の１５分間に集団登校してきます。私は、主に正

門近くで横断歩道を渡る時の安全指導をしているのですが、朝の登校時に児童の「おはようございま

す。」と言う声を聞くとだんだん元気が出てきます。中には、遠くから大きな声で挨拶してくれたり、

笑顔で話しかけてくれる児童もいます。私にとっては、児童と触れ合える機会であり、「登下校で困

ったことがないか。」「体調は大丈夫か。」などわずかな間ですが児童に話しかけることができます。

集団登校には「集団なので一人になる危険性が少ない」「縦割り関係を学ぶことができる」等たく

さんのメリットがあります。しかし、より安全に登校するために、この紙面を通じて保護者の方々に

以下の事をお願いいたします。

①列で歩いているときには、前の人ではなくて、歩行者信号を見て道路を横断する。

道路を歩いているときの児童は、意外と道路の前方を見るのではなく、直前の人の動きだけを見て

歩いていることが多いのです。道路を横断する場合に列の先頭が黄色信号で急いで横断してしまった

場合それに続く全員が信号を確認せず「前の人が渡っているから」と赤信号で渡ってしまう日があり

ました。事故に遭わないように直ぐに注意したのですが、繰り返し指導することで児童の習慣になっ

てきますので、ご家庭でも「横断歩道を渡るときには、歩行者信号を見て渡る。」「急いで道路を渡る

と事故につながる。」など、道路の安全な渡り方について、話し合いをお願いします。

②遅刻するときや欠席するときには登校班の班長、副班長に早めの連絡をする。

班によって登校する時間は、だいたい決まっています。しかし、時々いつもの時間より遅い時間に

登校してくる班があります。班長に理由を聞いてみると「まだ来ていない子がいたので待っていた。」

という班長がほとんどでした。集合場所には時計を見ることのできない場所も多く、子どもたちは、

「今、何時なのか」を知ることのできない状況にあります。そのため、まだ来ていない子をいつまで

待てばいいのかの判断がとても難しくなります。また、雨の降る日や冬場の寒い日などは待ち時間が

長いのは苦痛なものです。お忙しいとは思いますが、遅刻するときや欠席するときには登校班の班長

や副班長に早めの連絡をお願いします。

③危険と思う集合場所があれば学校に教えてください。

赤阪小学校はだんだん人数が減少しており、少ない人数で登校班を編制せざるをえない班もありま

す。集団登校の集合場所で、「人通りが少ない」「直ぐ近くに民家がない」「古く、痛んでいるブロッ

ク塀がある」「土砂災害の危険性がある」など、現状に合わない集合場所がありましたらお手数です

が学校へお知らせください。

毎回、お願いすることばかりですが、登校時に児童が怪我をした時には、学校に連絡をいただいた

り、見守りに協力して、登校に付き添っていただいたり、保護者の方々のお力があっての集団登校で

す。学校でも、現状に合わせてより良い方策を考えていきたいと思います。これからも今までと変わ

らぬご協力をお願いいたします。

月 １１月の行事

１ 木 修学旅行（姫路・岡山方面）緊急地震速報テスト

２ 金 修学旅行 計算タイム

３ 土 文化の日

４ 日

５ 月 ⑥委員会 ６年生卒業アルバム撮影

６ 火 ５年給食時指導 ３，４年遠足（関空・

泉佐野漁港）

７ 水 児童朝会 ６年中学校体験入学 こころとから

だとくらしアンケート PTA役員会

体重測定１，２年

８ 木 就学前健診 ５年非行防止教室

４年社会見学（大和川・柏原歴史資料館）

９ 金 短縮校時 ６年社会見学（どんづる峯・

二上山博物館） 体重測定５，６年

１０ 土

１１ 日

１２ 月 体重測定３，４年

１３ 火 児童朝会 職業体験

１４ 水 職業体験 ⑥クラブ ６年卒業アルバム撮影

１５ 木 学校安全の日 登校指導

１，２年遠足（天王寺動物園）

１６ 金 計算タイム 交流給食 わんぱくタイム

１７ 土

１８ 日 日曜参観②授業参観③④学習発表会

１９ 月 代休

２０ 火 かけ足 （１、２年遠足予備日）

２１ 水 かけ足

２２ 木 かけ足

２３ 金 勤労感謝の日

２４ 土

２５ 日

２６ 月 かけ足 ６年給食時指導

２７ 火 児童朝会 ここせ幼稚園との交流（５年）

全校卒業アルバム撮影日

２８ 水 短縮４限

２９ 木 かけ足

３０ 金 かけ足 計算タイム

■１１月の諸費振替日９日（金）です。

JA口座残高不足にならないようお願いいたします。

１０月２４日～２６日の間、代表委員会の児童が「赤い羽

根」募金の活動をしてくれました。下足室で箱を持って一

生懸命、呼びかけてくれていました。たくさんの募金が集

まりました。協力いただいた児童の皆さん、保護者の皆様

方ありがとうございました。

１０月１５日（月）に、歌手の中山

讓さんに来ていただき参加体験型の音

楽鑑賞会を行いました。巧みなトーク

と「少年少女探検隊」「ドンマイ」な

どみんなが知っている曲を使って子ど

もたちに温かい気持ちを持つ大切さや

人と繋がることの素晴らしさを教えて

くれました。盛り上げ方も上手で児童

は長い時間にもかかわらず最後まで楽

しんで笑顔で踊ったり、歌ったりして

いました。私たちとは違った形で熱い

気持ちを伝えてくださった中山讓さん

ありがとうございました。

１０月１９日（金）、近所の方のご

厚意で１，２年生が芋掘りをしました。

肥料や土作りがしっかりしており、今

まで見たことのない大きなサツマイモ

が土の中から顔を出しました。それを

見た子どもたちから「すごい」と歓声

があがりました。子どもたちの持って

行った移植ごてでは、なかなか見えて

いる芋が掘れず、大きなスコップを持

っていった校務員さんは児童から「こ

っち、こっち」と呼ばれて大忙しだっ

たそうです。なんと、取れた芋は一輪

車三台分。大豊作でした。

芋を使って１，２年生で「お菓子作

り」を計画しています。おいしいにお

いが学校に広がりそうです。




